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化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ資料

２００７年２月２日 ㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場

１．会社･工場の概要

２．㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場での
取り組み

３．相馬地区での取り組み
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１．会社･工場の概要
１－１．会社の概要

・㈱ＡＤＥＫＡ

・大正６年設立

・本社 東京都

・化学品，食品の製造販売

・資本金 ２２７億円
・売上 １６５０億円（連結）

・経常利益 １５３億円(連結)
・社員 １５０８名
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１．会社･工場の概要
１－２．工場の概要

・㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場
・平成７年操業開始
・相馬中核工業団地東地区
・潤滑油添加剤の製造
・社員 １５名，協力会社 ３名
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２．㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場での取り組み
２－１．情報公開の重要性

・相馬工場の建設(平成７年)→環境，安全重視

・化学工場に対する関心→地域，従業員の関心
・ＩＳＯ１４００１の認証取得→工場管理のﾂ-ﾙ
・情報公開への流れ→業界として過去の反省
・ＰＲＴＲ制度の始まり→化学物質の公表，通知
・工場管理状況の公表→活動の公開，改善活動
・会社･工場の方針，姿勢→ＣＳＲﾚﾎﾟ-ﾄ，環境ﾚﾎﾟ-ﾄ
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２．㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場での取り組み
２－２．活動状況

・環境ﾚﾎﾟ-ﾄでの公表

・地区住民の工場見学の受け入れ
・行政区祭りへの寄付
・相馬市，新地町産業祭りへの参加
・相馬市，新地町福祉基金への寄付
・養護施設への社品(ｹ-ｷ，ｽ-ﾌﾟ等)の寄付

・地元出身者の採用
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２．㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場での取り組み
２－３．活動する上での問題点

・小さい工場としてﾏﾝﾊﾟﾜ-の不足

・情報過多，要求事項の多様化への対応
・地域の関心事の把握方法
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２．㈱ＡＤＥＫＡ相馬工場での取り組み
２－４．今後の方向

・双方向のｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ

→工場見学会の充実
→地区住民を招待してのｲﾍﾞﾝﾄ(納涼祭，花見)
→行政区長会での工場取り組みの報告
→学生，生徒の職場体験受け入れ
→相馬地区としての活動の充実
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３．相馬地区での取り組み
３－１．化学会社協議会

・相馬地区の化学会社有志が参加
→会員会社
ｺﾆｶﾐ ﾉﾙﾀｹﾐｶﾙ㈱福島事業所，大内新興化学工業㈱原町工場，三
和化学 工業㈱原町工場，三星化学工業㈱相馬工場，ﾛ-ﾑ･ｱﾝﾄﾞ･
ﾊ-ｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱相馬工場，㈱ﾌｧｨﾏﾃｯｸ相馬工場，㈱ADEKA相馬工
場、７社

→事業
関係官庁等と連携による研修会等の開催
会員相互による工場見学，発表会の開催
会員相互の情報交換，交流，懇親他
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３．相馬地区での取り組み
３－２．化学会社協議会

・化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｾﾐﾅ-開催
→福島県生活環境部環境保全領域大気環境G

吉田様による化学物質ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝについての講演
→ﾛ-ﾑ･ｱﾝﾄﾞ･ﾊ-ｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱相馬工場からﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ

の事例報告
会員会社の工場長始め、約４０名参加。活発な質疑応答
が有り、各社の関心の高さが伺い知れたｾﾐﾅ-となった

2006年１１月２７日，三和化学工業㈱にて
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３．相馬地区での取り組み
３－３．化学会社協議会

・相馬地区の化学会社全体としての活動へ
→各社のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟとﾚﾍﾞﾙ合わせ・・・外部講師による

ｾﾐﾅ-の開催他

→化学会社協議会内でのﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝの練習・・・模擬

訓練他

→合同での住民対話集会の開催・・・負担の分散，ﾘｽｸ認
識の共有化他


